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＜病棟連絡事項＞
＜東病棟入室状況＞
【入院】
・下口　政子様～東病棟Bユニット1号室へ任意入院となる。

【転出】
・丸尾　貴史様～東C5→西B21

＜患者様連絡事項＞
・袴田　将志様～不眠時：マイスリー（10）1T　7回分処方となる。

・小栗　健太郎様～不眠時：エチゾラム（0.5）1T　7回分処方となる。

・堺　勝信様～4/15～4/18迄同内容で点滴処方、4/18退院指示いただく。

・上川原　豊様～4/16～持参薬当院切り替え。

・沖田　千賀様～4/15夕～ロラタジンＯＤフィルム１０ｍｇ「モチダ」　5日分処　　　　　
　　　　　　　　方

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放時、他者の私物を盗ったり、奇声をあげ迷惑行為見られるため開放観察早めに終了。入室後は、ズボンを便器に入れたり脱衣行為・不潔行為あり。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。多弁さ、幻覚妄想言動あるも粗暴さや易怒性なし。表情の硬さも見られず。午前・午後1時間ずつ私物貸し出して、自室で書き物したり音楽を聞いて過ごされる。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・鈴木　達也様～終日隔離中。午前中本人希望にて公衆電話より母様へ連絡。終始、声を荒げて話している。自室では、表情の冴えなさあるも訴え聞かれず、ゲームしたり臥床して静かに過ごされている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・竹内　隆夫様～バイタルサイン特変なし。不安、焦燥感訴え無く対面時口調、表情共に穏やか。点滴ライントラブル無く施行している。

・山本　真智子様～幻聴の有無聞くと「あります。何年も前から。」と話されるが、苛々感や落ち着かなさはないと話す。逸脱行為なく自室で臥床して過ごされている。

・上川原　豊様～看護師付き添いにて99クリニックへ透析治療の為外出している。
　　　　　　　　トラブル無く帰院している。次回は4/17(月)、外出申請済、入院証明書は未。

・早狩　千賀子様～入院になったことを相談員に伝えたいとのことで自身のスマホから連絡している。使用後はすぐに返却している。指示の内服薬も拒否なく服用している。
＜菅野Ｄｒ診察＞
・船場　幸子様～臨時薬同内容で7日分処方、転出許可あり。

・和田　昌様～臨時薬同内容で7日分処方、転出許可あり。

＜入院患者様情報＞
　日　　時：令和5年4月14日　
　氏　　名：下口　政子（しもぐち　まさこ）様
　生年月日：昭和52年12月30日　45歳
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟
　
　＜経過＞
　　現在GHぴあはうすへ入居中。H16年より統合失調症の
　診断にて当院通院中。幻聴の訴えはあるが不穏さや急激
　な増悪はなく、定期的な通院にて落ち着いて経過してい
　た。R4年10月よりゼプリオン筋注開始となり、明らかな
　悪化はなかったが、R5年2月頃より女性の声での幻聴や
　被害注察妄想の悪化が見られるようになった。適宜頓服
　薬の処方や薬剤調整実施するも改善はなく経過。不穏や
　興奮はないが、質問に的を射ない返答も多く聞かれるよう
　になっていた。今回、薬剤調整のため入院の提案し、本人
[bookmark: _GoBack]　より同意を得られたため東病棟Bユニットへ任意入院となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　

